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業
界
初

酒
造
り
に
Ａ
ト

二
戸
市
の
酒
蔵

「南
部
美
人
」
は
１
日
、
伝
統
産
業
の
市
場
調
査
な
ど
を
手
掛
け

る

「ｉ

ｍ
ａ

（
ア
イ
マ
）
」

（東
京
）
と
提
携
し
て
日
本
酒
業
界
で
は
初
と
な
る
人

工
知
能

（Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
酒
造
り
の
実
験
を
始
め
た
。
杜
氏
が
経
験
に
基
づ
い

て
判
断
す
る
酒
米
に
と

っ
て
最
適
な
吸
水
時
間
を
、
Ａ
Ｉ
で
デ
ー
タ
化
す
る
試
み
だ
。

吸
水
は
酒
米
を
蒸
す
前
の
工
程

で
、
水
に
浸
す
時
間
の
長
短
で
こ
う

じ
菌
の
繁
殖
度
や
酒
米
の
溶
け
や
す

さ
が
変
化
す
る
。
杜
氏
は
酒
米
の
種

類
、
精
米
歩
合
、
気
温
な
ど
複
数
の

条
件
を
総
合
し
て
吸
水
時
間
を
決
め

る
。南

部
美
人
５
代
目
蔵
元
の
久
慈
浩

介
さ
ん
（４５
）
は

「吸
水
率
が
１
％
で

も
変
わ
る
と
、
酒
の
仕
上
が
り
は
大

き
く
異
な
る
」
と
説
明
。
杜
氏
の
経

験
や
勘
を
デ
ー
タ
化
し
て
Ａ
Ｉ
に
蓄

酒米が吸水する様子を撮影する (左か ら)久慈 さん、
三浦 さん、古森 さん

覆薦害杜氏の経験 デァタ化
積
す
れ
ば

「人
手
不
足
に
悩
む
酒
蔵

の
た
め
に
も
な
る
」
と
実
験
の
狙
い

を
語
る
。

吸
水
時
間
の
測
定
に
は
、
東
京
の

Ｉ
Ｔ
企
業

「Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｊ
Ａ

（ア
ベ
ジ

ャ
）
」
が
開
発
し
た
解
析
ツ
ー
ル
を

活
用
す
る
。
酒
米
が
吸
水
す
る
様
子

を
数
秒
ご
と
に
映
像
化
。
酒
米
の
外

見
の
変
化
な
ど
か
ら
、
杜
氏
が
最
適

と
判
断
す
る
時
間
を
Ａ
Ｉ
が
導
き
出

す
。た

だ

「Ａ
Ｉ
杜
氏
」
の
誕
生
に
は

課
題
も
多
い
。
ア
ベ
ジ
ャ
の
古
森
崇

史
さ
ん
（３２
）
は

「酒
米
の
外
見
で
含

有
水
分
量
を
測
定
で
き
る
か
ど
う
か

が
ポ
イ
ン
ト
。
測
定
中
に
水
の
温
度

が
変
わ
る
な
ど
難
し

い
部
分
は
多

い
」
と
語
る
。

実
験
は
４
日
ま
で
。
Ｉ
Ｔ
企
業
な

ど
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
２２
日
、
成

果
や
実
現
可
能
性
を
報
告
す
る
。

ア
イ

マ
社
長
の
三
浦
亜
美
さ
ん

（３２
）
は

「Ａ
Ｉ
は
職
人
に
替
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
酒
造
り

を
補
助
す
る
も
の
。
東
北
が
世
界
に

誇
る
南
部
杜
氏
の
技
を
科
学
的
に
再

現
し
、
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」

と
意
気
込
む
。
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岩手の酒蔵業界初の実験 杜 氏 の 経 験 を デ ー タ 化

人
手
不
足
解
消
狙
う

岩
手
県

二
戸
市
の
酒
蔵

「
南

　

「
ｉ

ｍ
ａ

（
ア
イ

マ
）
」

（
東

部
美
人
」
は

一
日
、
伝
統
産
業
　
京
）
と
提
携
し
て
日
本
酒
業
界

の
市
場
調
査
な
ど
を
手
掛
け
る
　
で
は
初
と
な
る
人
工
知
能

（
Ａ

日
本
酒
造
り
に
Ａ
Ｉ
活
用

Ｉ
）
を
活
用
し
た
酒
造
り
の
実

験
を
始
め
た
。

杜
氏
が
経
験
に
基
づ
い
て
判

断
す
る
酒
米
に
と

っ
て
最
適
な

吸
水
時
間
を
、
Ａ
Ｉ
で
デ
ー
タ

化
す
る
試
み
だ
。

吸
水
は
酒
米
を
蒸
す
前
の
工

程
で
、
水
に
浸
す
時
間
の
長
短

で
、
こ
う
じ
菌
の
繁
殖
度
や
酒

米

の
溶

け

や

す

さ

が

変

化

す

る
。
杜
氏
は
酒
米

の
種
類
、
精

米
歩
合
、
気
温
な
ど
複
数

の
条

件
を
総
合
し
て
、
吸
水
時
間
を

決
め
る
。

南
部
美
人
五
代
目
蔵
元
の
久

慈
浩
介
さ
ん
の
こ
は

「
吸
水
率

が
１
％
で
も
変
わ
る
と
、
酒
の

仕
上
が
り
は
大
き
く
異
な
る
」

と
説
明
。
杜
氏

の
経
験
や
勘
を

デ
ー
タ
化
し
て
Ａ
Ｉ
に
蓄
積
す

れ
ば

「
人
手
不
足
に
悩
む
洒
蔵

の
た
め
に
も
な
る
」
と
実
験
の

狙

い
を
語
る
。

吸
水
時
間

の
測
定
に
は
、
東

京
の
Ｉ
Ｔ
企
業

「
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｊ
Ａ

（
ア
ベ
ジ

ャ
）
」
が
開
発
し
た

解
析

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
。
酒

米
が
吸
水
す
る
様
子
を
数
秒

ご

と
に
映
像
化
。
酒
米

の
外
見

の

変
化
な
ど
か
ら
、
杜
氏
が
最
適

と
判
断
す
る
時
間
を
Ａ
Ｉ
が
導

き
出
す
。

た
だ

「
Ａ
Ｉ
杜
氏
」
の
誕
生

に
は
課
題
も
多
い
。
ア
ベ
ジ

ャ

の
古
森
崇
史
さ
ん
Ｑ
し
は

「
酒

米
の
外
見
で
、
含
有
水
分
量
を

測
定
で
き
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ

ン
ト
。
測
定
中
に
水

の
温
度
が

変
わ
る
な
ど
難
し
い
部
分
は
多

い
」
と
語
る
。

実
験
は

四
日
ま
で
ｃ
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

二
十

二
日
、
成
果
や
実
現
可
能

性
を
報
告
す
る
。

ア
イ

マ
社
長

の
三
浦
亜
美
さ

ん
雀
し
は

「
Ａ
Ｉ
は
職
人
に
替

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で

も

酒

造

り

を

補

助

す

る

も

の
。
東
北
が
世
界
に
誇
る
南
部

杜

氏

の
技

を

科

学

的

に

再

現

し
、
業
界
の
発
展
に

つ
な
げ
た

い
」
と
意
気
込
む
。

酒米が吸水する様子を撮影する久慈さん○ら=岩手県二戸市で



掲載日 2018年 2月 21日 (水 ) 読売新聞岩手版

AI活 本酒造り
酒
米
吸
水
デ
ー
タ
化
最
適
な
時
間
導
く

「
南部美人」で実験一口

′
　
が
開
発
し
た
解
析
ツ
ー
ル
を
活

二

　

用
し
、
酒
米
が
吸
水
す
る
様
子

■
日
　

を
観
察
。
数
秒
ご
と
の
映
像
デ

ー
タ
を
Ａ
Ｉ
漣
蓄
積
し
て
酒
米

実
験
は
、
東
京
の

コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社

「
ｉ

ｍ
ａ

（
ア

イ

マ
）
」
が
南
部
美
人
な
ど
に

提
案
し
た
。
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業

こ
最
適
な
吸
水
時
間
を
導
き
出

す
。吸

水
は
、
精
米
し
た
酒
米
を

蒸
す
前
の
工
程
で
、
水
に
浸
す

時
間
に
よ
っ
て
溶
け
や
す
さ
や

こ
う
じ
菌
の
繁
殖
度
が
変
化
す

る
。
杜
氏
が
最
適
な
吸
水
時
間

を
判
断
で
き
る
よ
う
廷
な
る
に

は
１０
年
ほ
ど
か
か
る
難
し
い
作

業
だ
。

は

「
吸
水
率
が
ほ
ん
の
少
し
変

わ
る
だ
け
で
、
酒
の
味
が
変
わ

っ
て
し
ま
う
」
と
説
明
す
る
。

同
社
が
Ａ
Ｉ
導
入
を
目
指
す

背
景
に
は
、
業
界
全
体

で
深
刻

化
す
る
人
手
不
足
が
あ
る
。

海
外

で
の
和
食
ブ
ー
ム
を
追

い

風

に

日

本

酒

の

輸

出

は

増

て
い
る
ｃ

久
慈
さ
ん
は

「
近
い
将
来
、

職
人
不
足
で
倒
産
す
る
酒
蔵
が

さ
ら

匠
増
え

て
も
お
か
し
く
な

い
」
と
懸
念
す
る
。

今
月
１
～
４
日
漣
は
南
部
美

人
で
初
め

て
の
実
験
が
行
わ
れ

卜

で
紹
介
す
る
。

ア
イ

マ
の

三

浦

亜

美

社

長

（
３２
）
は

「
職
人
を
育

て
る
に
は

と

て
も
長
い
時
間
が
か
か
る
。

こ

の

技

術

を

科

学

的

に

再

現

一

で
き
れ
ば
、
必
ず
業
界
の
発
展

一

と

つ
な

が

る

」
と

期

待

し

て

一

吸水による酒米の変化を確認する職人 t左 ,ら
(3日 、二戸市福岡の南部美人で｀

一
加
。
南
部
美
人
が
昨
年
、
世
界

一
た
数
十
粒
の
酒
米
の
色

の
変
化

最
大
規
模

の
ワ
イ

ン
品
評
会
の

一
や
ひ
び
の
入
り
方
な
ど
、
外
見

日
本
酒
部
門

で
最
優
秀
賞
を
獲

一
の
変
化
を
見
て
作
業
を
行
う
時

得
す
る
な
ど
、
各
酒
蔵

へ
の
注

間
と
映
像
を
デ
ー
タ
化
し
た
。

目
も
高
ま
る
。　
一
方
、
老
舗
の

実
験
の
概
要
や
意
義
は
、

２２
日

酒
蔵
が
若
い
職
人
の
確
保
が
難

一
に
東
京

・
虎
ノ
門

で
開
か
れ
る

蔵
元
の
久
慈
浩
介
さ
ん

（
４５
）

航
し
て
倒
産
す
る
事
例
も
起
き

Ａ
Ｉ
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ベ

ン

一た
。
杜
氏
ら
が
皿
に
取
り
出
し

い
る
。

掲載メディア

二
戸
市
の
酒
造
会
社

「
南
部
美
人
」
が
、
酒
造
り
の
工
程

に
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ

）
を
導
入
す
る
実
験
に
乗
り
出
し
た
。

日
本
酒
の
製
造
工
程
の
中

で
も
重
要
と
さ
れ
る
、
最
適
な
酒

米
の
吸
水
時
間
を
判
断
す
る
デ
ー
タ
作
り

に
活
用
す
る
。
実

験
の
概
要
は
２２
日
に
東
京
都
内

で
開
か
れ
る
イ
ベ

ン
ト
で
発

表
さ
れ
る
。
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